
                                                                                               
 

 

 

令 和 ７ 年 １ ０ 月 ３ 日 

酒 田 海 上 保 安 部 

 

 

無事故での安全操業を願って！！ 

～１０月は全国漁船安全操業推進月間～ 

 

 

 

 

 

 

 

【傾向】 

山形県内の漁船による船舶事故（過去５年間）は、衝突が約４割を占め、その原

因の大半は見張り不十分によるものでした。見張り不十分の要因として、航行中に

機関の点検や作業に没頭していたこと、電話対応に気を取られたことが挙げられま

す。 

  また人身事故は、海中転落が約４割を占め、その原因の大半は投揚網作業中によ

るものでした。事故に至った要因として、不注意によるものが見受けられます。 

 

【防止対策】 

・航行中作業などに没頭しない（見張りの徹底！） 

・他船の動静に注意（他の船が避けるだろうは危険！） 

・ＡＩＳ等の航海計器の有効活用（自船の存在を相手に知らせる！） 

・救命胴衣の常時着用 

 

【期間中における取り組み】 

 ・漁協への訪問による事故防止の呼び掛け 

 ・漁船への訪船による事故防止の呼び掛け 

 ・水産業界広報誌や、ラジオ、ＳＮＳ等を活用した事故防止の呼び掛け 

 

◇参考資料 

 ・リーフレット（みちのく海のかわら版） 

 ・リーフレット（衝突事故に注意） 

１０月１日から１０月３１日までの間は、「全国漁船安全操業推進月間」です。 

過去５年間（令和 2 年～6 年）の山形県における漁船による船舶事故は１４隻、

人身事故は５件発生しています。 

衝突や海中転落といったものが多く、中には日頃から注意していれば防げた事故

が見受けられます。 

酒田海上保安部では、漁業関係団体等と連携して安全推進活動を推進します。 
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〒985-8507 宮城県塩釜市貞山通3-4-1 TEL022-363-0111(代表)
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救命胴衣
の着用

連絡手段
の確保

海の事故は
１１８番

＼ 漁業者のみなさまへ ／
10月は「全国漁船安全操業推進月間」です
より一層の安全操業をお願いします！
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負傷事故
発生状況
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慣れた作業にも 危険 が潜んでいます！

＼ 投揚網作業中の事故が多く発生しています ／

東北地方における漁船による事故発生状況
数値は、過去10年間（2015年～2024年）の統計

作業体制について
船体動揺に注意し、転倒や海中転落を防止しましょう
すぐにローラーを停止できるよう、複数人で声を掛け

合って作業しましょう
一人乗り漁船にあっては、僚船や陸上と定時連絡

を行うなど、万が一事故が発生した際に早期発見
できるような工夫をしましょう
可動部周辺は整理整頓しておきましょう
ローラーに触れる場合は、必ずローラーを停止させて

作業しましょう
揚網機等の使用について、取扱説明書のとおりに正

しく使いましょう

服装について
裾や袖口をしっかり押さえましょう
手袋や衣類が巻き込まれないように注意しましょう

！

！
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見張り不十分, 

60隻, 71%

他船の過失, 
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居眠り運航,
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その他, 
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38隻, 54%
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数値は、過去10年間（2015年～2024年）の統計
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１２８隻

異常気象, 
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気象海象 

不注意,

27隻, 21%

操船不適切,

13隻, 10%

荒天準備不良, 

11隻, 9%

整備不良,

3隻, 2%
その他, 

14隻, 11%



漁船の衝突事故が多発しています

衝突事故に注意

〒100-8907 東京都千代田区霞が関1-2-1
TEL: 03-3592-0731水 産 庁

〒100-8976 東京都千代田区霞が関2-1-3
TEL: 03-3591-6361海上保安庁

衝突
25％
(564隻)

無人漂流
14％ (306隻)

乗揚
10％ (229隻)

漁船事故
種類別割合

（令和2～令和6年）

2,246隻

転覆
10％ (217隻)

推進器・舵故障
8％ (184隻)

火災
8％ (173隻)

その他
25％ (573隻)

他船との衝突事故が最多

1人
55％
(311隻)

衝突時の
乗船人員

（令和2～令和6年）

564隻

その他
23％ (129隻)

2人
22％
(124隻)

２人乗り以下が８割 見張り不十分が８割

見張り不十分
76％ (424隻)

衝突
原因別割合

（令和2～令和6年）

564隻

居眠り運航 6％ (34隻)
不可抗力など 6％ (36隻)

衝突時の乗船人員 衝突の原因

操船不適切
12％ (70隻)

データ出典：海上保安庁



衝突事故防止のための

４つのポイント
機器等に集中しない

各種機器等を

見続けるのは危険！

作業中も見張り

他の船に注意 ＡＩＳ・スマホアプリの活用

１人でも２人でも

見張りを確実に！

他の船が

避けるだろうは危険！

AISやスマホアプリで

相手船の認識が容易に！

漁船の

安全操業に関する情報

スマホ用

海の安全情報

「118番」は海上保安庁

緊急通報用電話番号です

お問い合わせ先
水産庁 漁政部企画課
TEL: 03-3592-0731

AIS（船舶自動識別装置）

の普及促進に関する情

報を紹介しています！

お問い合わせ先
海上保安庁 交通部安全対策課
TEL: 03-3591-6361

現在地周辺の海の

安全情報が、表示

されます！

小型漁船で操業する漁業者のみなさまへ

死角
AIS

注）スマホアプリごとに機能が異なりますので、必要な機能が備わっているか
確認してください。アプリの機能を過信せず、常に安全操業を心掛けましょう。

１人１人が安全対策を自分事として捉え、

航行中や作業中も、常時、周囲の見張りをお願いします


